平成　　年　　月　　日（　　）

道徳　本日のテーマ～地域の一員としての自覚・郷土を愛し郷土の発展につとめる
　芸人記者体当たりスクープ「サンドウィッチマンが伝える被災地の今」を視聴して
　　必ず復興 東北魂をナメるな　芸人　サンドウィッチマン　【朝日新聞3月22日「オピニオン」より】
　僕たちはその日、宮城県のテレビ局のロケで気仙沼にいました。おいしいものを食べ、観光スポットを巡る楽しいロケデした。引き揚げようとした、まさにその時、立っていられないぐらいの揺れが来た。悲鳴が聞こえ、道路に亀裂が入り、信号は消えた。町に警報のサイレンが鳴り響いています。スタッフと高台へ逃げると、100人ほどが避難していました。だれかが「あれ、津波じゃないか」と指さす先は、水平線の上に水平線があるみたいで、横にどんどん広がりながら向かってくる。さっきまでロケをしていた場所がのみ込まれ、渦を巻く海では大きな船が何隻もぶつかりあって、爆発音みたいなものすごい音をたてていた。本当に怖かった。テレビで繰り返し放送してますが、現地の恐怖はあんなもんじゃありません。
　夜は気仙沼のホテルのロビーで寝ました。近くの自動車学校に免許合宿に来た若い人たちや、出張のサラリーマンと一緒でした。真っ暗で寒い中、余震が起きるたび悲鳴が上がります。「行方不明２人」と伝える雑音混じりのラジオに向かって「そんな状況じゃない」と叫びました。
　他地域の被害を知ったのは翌日、車で避難する途中でした。気仙沼だけだと思っていたのが、車載テレビを見ると、東北の太平洋沿岸が壊滅状態じゃないですか。仕事で何度も使った仙台空港、友達と海水浴に行った仙台市の荒浜、以前に住んでいた宮城県石巻市、福島県の原発のあたりは芸人を目指す前、会社員時代に営業で回った場所です。どこも変わり果てていた。地震と津波の体験はもちろん、懐かしいふるさとを破壊し尽くされた衝撃も大きかった。被災地の状況を伝えるテレビから、東北なまりが聞こえるといたたまれません。ちょっと前まで僕たちも使っていた言葉ですから、悲しみが心から伝わるんです。
　地震の翌日、ブログに「必ず復興します！」「東北をナメるな！」と書きました。「ナメるな」という激しい言葉は、ショックに打ちのめされそうな自分を奮い立たせるため、あえて使いました。東北地方は田舎だし、ズーズー弁だし、どこか下に見られていたと思うんです。でも米を作り、魚をとり、日本の屋台骨を支えてきたのは東北ですよ。元々ねばり強く、黙々とやるのが東北人です。僕たちが「東北魂」と書いたＴシャツを着ているのをテレビで見たことありませんか。この言葉が大好きなんです。今こそ東北魂を見せる時だという思いを込めてます。
　2007年、漫才日本一を決めるＭ－１グランプリで優勝しました。お笑い不毛の地といわれた東北から優勝者が出た、と東北６県が沸いたと聞きました。すんでのところで生きて帰ったのも偶然じゃない。僕らの優勝を喜んでくれた東北の人たちが苦境にある今こそ恩返しせよ、という天命だと思ってます。４月９日、チャリティーライブを開きます。東北が完全に立ち直るまで続けます。全国のみなさん、東北を応援してください。

　東日本大震災発生時、被災地の気仙沼でロケをしていたという宮城県出身のお笑い芸人・サンドウィッチマン。本日は、震災13日後再び気仙沼を訪れ、現地の方々と交流し、今自分たちにできることは何かを考えたお２人の姿を伝える番組を視聴します。

１．番組を視聴し、被災地の方々からどんなことが伝わりましたか。

２．被災地を訪問するサンドウィッチマンの様子を見ての感想を書いてください。

３．サンドウィッチマンの２人からあなたはどんなことを学びましたか。教えられましたか。

４．地域社会や郷土の一員として、あなたが今大切にすべきことは何でしょうか。番組の内容も参考に考えたことを書いてください。

　　年　　組　　　番[氏名]　　　　　　　　　　　　
